
５．固定資産減損損失
\ 減損損失の金額及び内訳 （単位：円）

用 途 場 所
減 損 損 失

建 物 そ の 他 計

遊休資産Ì
（病棟等）

青森県青森市浪岡大字女
鹿沢字平野155

外48箇所

1¶691¶821¶707 1¶816¶168¶932 3¶507¶990¶639

小計（固定資産減損損失） 1¶691¶821¶707 1¶816¶168¶932 3¶507¶990¶639

遊休資産Í
（研修棟等）

栃木県宇都宮市中戸祭
１`10`37

外５箇所

152¶098¶000 1¶369¶928 153¶467¶928

小計（資本剰余金から控除） 152¶098¶000 1¶369¶928 153¶467¶928

合 計 1¶843¶919¶707 1¶817¶538¶860 3¶661¶458¶567

．退職給付引当金
１．退職給付債務に関する事項

区 分 平成24年３月31日現在

退職給付債務Ì � 134¶015¶316¶752円
未認識過去勤務債務~Í 1¶051¶970¶823円
未認識数理計算上の差異Î � 4¶099¶472¶201円
整理資源負担金Ï � 140¶378¶198¶955円
退職給付引当金Ð＝Ì＋Í＋Î＋Ï � 277¶441¶017¶085円

~ 平成18年８月１日から国家公務員退職手当法の一部を改正する法律（平成17年法律第115号）
の適用を受けたため、過去勤務債務が発生しております。
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（注１） 負債に計上されているものは（ ）で示しております。
（注２） 金融商品の時価の算定方法並びに有価証券等に関する事項
\ 現金及び預金，] 医業未収金

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額
によっております。

^ 有価証券及び投資有価証券
満期保有目的債券の時価については、債券は取引所の価格又は取引金融機関から提示され
た価格によっております。
譲渡性預金については、短期間で決済されるため、時価は帳簿価額に等しいことから、帳
簿価額によっております。

_ 国立病院機構債券
当機構の発行する国立病院機構債券の時価は、市場価格によっております。

` 長期借入金，c リース債務
これらの時価については、元利金の合計額を同様の新規借入を行った場合に想定される利
率で割り引いて算定する方法によっております。
なお、リース債務の貸借対照表計上額は利子を含んでおります。

a 買掛金，b 未払金
これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額に等しいことから、帳簿価額によって
おります。

．損益計算書
１．国又は地方公共団体からの受託による収益の科目別内訳
{ その他診療業務収益 343¶617¶367円
| 研修収益 33¶278¶000円
} その他教育研修業務収益 2¶365¶478円
~ 研究収益 22¶408¶260円

G G G G G G G G G

合計 401¶669¶105円
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２．受取利息の内訳
{ 受取利息 41¶782¶154円
| 有価証券利息 339¶694¶005円

G G G G G G G G G
合計 381¶476¶159円

á á á á á á á á á
３．固定資産売却益の内訳
{ 土地 881¶418円
| 医療用器械備品 13¶306¶762円
} その他器械備品 4¶200円
~ 車両 734¶067円

G G G G G G G G G

合計 14¶926¶447円
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４．固定資産売却損の内訳
{ 土地 212¶890¶663円
| 車両 15¶050円

G G G G G G G G G

合計 212¶905¶713円

á á á á á á á á á

] 減損損失の認識に至った経緯
上記遊休資産については、将来の使用が見込まれておらず、回収可能価額が帳簿価額を下回っ
ているため減損損失を認識しました。

^ 資産のグルーピングの方法
当機構は、機構全体が一体となって政策医療を担っていることから、全体で一つの資産グルー
プとしております。ただし、将来の使用が見込まれていない遊休資産及び事業の大幅な縮小や
廃止に関する意思決定済みの資産については、それぞれ個別にグルーピングしております。

_ 回収可能価額の算定方法
回収可能価額は、主として不動産鑑定評価額に基づく正味売却価額により算定しております。

６．その他臨時損失の内訳
{ 退職共済年金に係る整理資源負担金の負担額 140¶378¶198¶955円
| その他 478¶605¶435円

G G G G G G G G G

合計 140¶856¶804¶390円
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．キャッシュ・フロー計算書
１．資金の期末残高と貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 71¶114¶083¶250円
現金及び預金勘定のうち定期預金 12¶500¶000¶000円

G G G G G G G G G

資金期末残高 58¶614¶083¶250円
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２．重要な非資金取引
ファイナンス・リースによる資産の取得 11¶555¶074¶902円
不要財産の国庫納付による資産の減少 1¶893¶920¶000円
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